
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・気象情報を随時確認。児童の安全の確保について速やかに検討。 

・転倒や移動の恐れのあるものの固定をする。 

・風圧によるドアの開閉や窓ガラスの飛散による怪我の防止等を図る。 

災害対応マニュアル（竜巻、突風の場合） 

 

 

                                                                    

                                

                                

                               

                                

 

 

                                 

     

 

 

 

 

 

 

                           

                                                        飛来物に注意 

屋内にいる場合                 屋外にいる場合   

 

 

～竜巻の接近～ 

  

  

 

 

 

  

 

 救急車の要請（１１９） 

 

 応急手当        保護者へ連絡 

竜巻注意報の発表 

園長 

放送 

・窓、カーテンを閉め、窓からできるだけ離れる。 

・帽子をかぶり、避難体制をとる。 

・建物の最下階への避難を検討する。 

・気象情報や空模様に注意する。 

・園舎内に速やかに避難させる。 

・避難後は、屋内にいる場合と同様の対応を行い、

避難体制をとる。 

・最下階へと速やかに避難する。 

・壁側に机をよせ、シェルターの作成。 

 →シェルター内に入り、頭から布団等を被り安全を確保する。（その際、子供たちに

は机の脚をしっかり持つよう促す。 

 

竜巻の前兆 

竜巻警報の発表 

負傷者発生の場合 

気象情報を随時確認 

・空が急に暗くなる。 

・大粒の雨、雹が降る。 

・雷鳴が聞こえたり、雷光が 

見える。 

・地上に伸びる雲が現れる。 

～初期対応～ 

特別 

警報 


